
家
の
側
重
で
あ
っ
た
韓
請
院
の
小
晴
氏
と
尉
人
で
あ
一
母
・
-
色
吏
睡
・
卒
野
部
左
衛
門
・
高
畠
五
郎
兵
衛
・
優

る
0

・

一

坂

市

右

衛

門

と

し

た

。

金

の

羽

織

の

者

と

も

又

は

金

キ
ン
セ
イ
シ
ョ
パ
ン
ラ
イ
ハ
ク
シ
ユ
ウ
経
世
諸
-
の
番
取
衆
と
も
い
ひ
、
金
箔
で
だ
み
た
細
き
短
加
形

替
案
舶
集
二
加
。
嘉
永
七
年
石
黒
千
尋
の
著
す
厨
一
の
布
を
以
て
議
形
の
も
の
や
・
製
L
、
そ
れ
を
羽
織
ら

で
q

徳
川
時
代
に
入
っ
て
か
ら
諸
外
闘
の
来
舶
L
た
一
せ
た
の
で
あ
る
。
番
取
は
饗
の
一
一
純
で
あ
る
。

事
情
を
、
泰
卒
年
表
・
鍛
太
平
年
表
そ
の
他
か
ら
按
一
キ
ン
パ
タ
金
箔
製
箔
の
こ
と
は
、
前
凶
利
家

い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
替
は
著
者
の
来
組
前
回
目
と
一
が
肥
前
名
純
屋
在
陣
中
、
文
線
二
年
二
月
七
日
附
の

姉
妹
節
で
、
明
治
三
十
九
年
版
刻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
審
商
を
以
て
、
七
尾
の
留
守
三
輪
吉
宗
に
金
箔
製
造

キ
ン
ソ
ウ
ジ
金
相
寺
珠
洲
郡
宗
玄
に
在
っ
て
、
一
を
.
金
揮
の
留
守
篠
原
一
挙
に
銀
箔
製
造
や
・
命
ぜ
し

員

宗

東

波

に

臨

す

る

。

一

め

た

る

そ

初

見

と

す

る

。

そ

の

後

の

綴

溢

は

明

ら

か

キ
ン
ゾ
タ
タ
イ
金
粟
堆
石
川
郡
制
球
崎
の
こ
と
一
で
な
い
が
、
幕
府
は
江
戸
の
金
座
を
し
て
地
金
管
理

を
唐
め
か
し
て
い
ふ
揚
合
に
文
人
輩
の
用
ひ
た
錨
m
o
-
-を
掌
ら
し
め
、
江
戸
・
京
都
以
外
の
製
箔
・
そ
禁
じ
た

キ
ン
タ
イ
ジ
金
聾
寺
震
和
卿
集
に
、
『
天
文
十
一
か
ら
、
必
要
に
腿
じ
て
爾
地
よ
り
腕
入
し
た
も
の
L

年
九
用
能
州
金
援
寺
天
師
法
祭
と
て
弁
上
磁
人
接
行
一
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
文
化
五
年
金
梯
域
限
閑
再
建

早
春
箆
経
伝
月
箆
あ
へ
ず
日
影
木
ぐ
ら
き
谷
の
戸
に
一
の
際
、
金
一
銀
箔
を
要
す
る
こ
と
最
も
多
か
っ
た
の

お
の
れ
ほ
の
め
く
鷲
の
聾
。
』
と
見
え
る
。
鑓
和
の
究
一
で
、
幕
府
の
法
令
弛
緩
に
采
じ
之
が
製
造
を
掠
り
、

冷
泉
鑓
臆
は
七
尾
で
挺
じ
た
人
で
あ
り
、
震
和
も
共
一
抑
箔
梁
者
箔
屋
伊
助
に
命
じ
、
験
工
止
符
京
都
よ
り
招

に
下
附
し
て
ゐ
た
の
で
、
後
に
こ
の
詠
を
寄
せ
た
の
一
い
て
従
事
せ
し
め
た
が
、
そ
の
職
工
が
抽
指
定
の
製
遣

で
あ
ら
う
が
、
金
提
寺
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
を
終
へ
て
去
る
に
及
び
、
伊
助
は
業
売
機
し
た
。
凶

金
渇
寺

J
エ
イ
キ
ユ
ウ
ジ
永
一
っ
て
伊
助
の
徒
弟
等
安
削
屋
助
三
郎
の
詐
に
集
っ
て

之
を
製
L
、
一
一
回
に
は
越
中
屋
奥
三
右
衛
門
を
上
治

研
究
せ
し
め
、
奥
三
右
衛
門
の
限
り
来
る
や
金
持
の

製
箔
技
術
全
く
大
成
し
た
。
然
る
に
文
政
三
年
四
局

幕
府
は
江
戸
以
外
の
金
箔
製
遁
・
ゃ
.
禁
止

L
、
加
賀
滞

も
亦
翌
四
年
常
染
者
に
之
を
係
強
L
た
が
、
滞
自
身

の
要
す
る
も
の
は
依
然
そ
の
製
造
脅
命
じ
、
私
語
街

貨
も
亦
従
え
，
て
行
は
れ
た
。
七
年
十
二
月
幕
府
は
夏

に
前
令
を
惜
守
す
べ
き
こ
と
を
令
L
、
務
は
九
年
斑

箔
製
造
を
停
止
し
た
が
、
館
長
鎗
・
銅
・
錫
箔
類
製
造

と
漉
し
て
金
銀
箔
や
・
作
り
、
鑓
に
検
場
せ
ら
れ
る
も

の
も
往
々
に
あ
っ
た
。
是
売
以
て
能
管
屋
左
助
は
之

を
不
艇
と
な
し
、
天
保
十
三
年
四
月
よ
り
辺
助
に
着

手
し
、
弘
化
二
年
八
用
に
烹
り
漸
〈
江
戸
製
金
箔
及

キ
ン
タ
タ
ジ

久
寺
。ギ

ン
チ
ユ
ウ
銀
仲

J
ギ
y
ズ
ワ
イ
銀
仲
。

キ
ン
テ
イ
シ
キ
ヨ
ウ
欽
定
回
経
加
賀
滞
に
於

い
て
識
別
し
た
も
の
。
天
保
十
三
年
十
高
石
以
上
の

諸
侯
に
磁
板
の
出
来
を
納
め
た
諜
令
に
基
づ
き
、
務

は
こ
の
替
と
文
献
逝
考
正
鍛
の
出
肢
を
計
領
し
た

が
、
前
者
の
み
務
宋
に
京
っ
て
成
っ
た
。

キ
ン
ノ
バ
ン
F
9シ
ユ
ウ
金
の
香
取
衆
前
悶

利
常
の
時
元
和
三
年
上
杉
最
勝
の
家
人
遜
見
奥
一
郎

の
故
貨
に
よ
っ
て
、
初
め
て
金
の
羽
織
の
者
十
二
人

を
仰
付
け
ら
れ
、
御
馬
廻
左
備
を
浅
加
左
馬
助
・
江

守
宇
兵
衛
・
岩
間
助
右
衛
門
・
不
破
源
六
・
大
商
金
右

衛
門
・
鶴
川
玄
響
。
悶
右
舗
を
不
破
萱
岐
・
吉
田
額

キ
ン

ぴ
京
都
製
銀
箔
を
加
賀
漕
領
内
に
質
捌
く
の
縛
趣
闘
を

得
、
爾
後
越
野
氏
を
構

L
一
万
を
帯
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の
後
提
鎗
・
銅
・
錫
箔
業
者
の
金

銀
箔
を
街
遣
す
る
跡
を
絶
ち
得
な
か
っ
た
か
ら
、
安

政
三
年
十
月
左
助
は
務
の
許
可
を
得
て
、
己
の
管
理

す
る
一
工
場
や
設
け
、
同
業
者
数
人
を
棟
取
と
稿
L

て
輔
佐
せ
し
め
、
民
鍬
・
銅
・
錫
箔
を
共
同
製
造
し

て
、
こ
の
工
掛
以
外
に
製
話
す
る
者
の
跡
を
紹
ち
、

叉
江
戸
よ
り
輸
入
す
る
金
銀
箔
の
創
傷
し
た
る
も
の

や
・
再
製
す
る
と
稽

L
て
、
務
の
獣
許
の
も
と
に
金
銀

箔
や
・
打
-I
て
、
次
い
で
元
治
元
年
二
月
麗
に
左
助

は
、
質
箔
は
萄
の
如
く
江
戸
よ
り
脱
入
す
べ
き
も
、

滞
の
御
用
箔
に
限
り
打
放
て
得
る
の
許
可
を
得
、
上

滋
の
少
批
を
江
戸
の
上
湾
政
捌
所
よ
り
購
入
L
て
表

面
を
糊
裕
一
L
、
そ
の
大
部
分
を
私
遣
す
る
こ
と
与

し
、
同
年
七
月
改
め
て
箔
工
場
を
榔
取
各
自
の
私
宅

に
設
け
、
上
穏
と
切
紙
と
は
左
助
よ
り
頒
た

L
め
る

こ
と
に
し
た
。

キ
ン
バ
ン
コ
ウ
シ
ン
ズ
フ
金
簿
闇
臣
園
館
五

十
加
。
出
附
録
周
答
。
加
賀
滞
士
系
闘
坊
大
成
で
、

前
来
の
も
の
は
皆
加
賀
務
奉
仕
の
も
の
や
・
元
組
と
す

る
が
、
是
は
各
家
承
停
の
初
粗
か
ら
接
げ
、
九
べ
て

名
莱
を
も
載
せ
、
文
政
年
中
ま
で
蔀
綴
い
だ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
訴
は
今
存
す
る
や
否
や
明
ら
か
で
な

、。、
L
W

ギ
ン
ヒ
キ
カ
ヘ
プ
ギ
ヨ
ウ
銀
引
替
奉
行
銀
札

を
正
銀
と
引
換
へ
る
事
務
の
監
督
で
、
安
保
四
年
二

月
十
四
日
山
口
左
次
出
向
・
迷
藤
敏
施
ご
人
新
た
に
之

に
任
ぜ
ら
れ
、
式
日
を
ご
日
・
十
二
日
・
サ
二
日
と
し

た。
キ
ン
プ
金
府

き
に
用
ふ
る
滅
。

キ
ン
プ
ク
ジ

金
棚
仰
の
城
下
や
.
・
模
様
に
聾
〈
と

金
語
寺
能
楽
郡
佐
美
に
在
っ
て
、

鍵
宗
品
に
屈
す
る
o
J
S
と

堂
役
を
勤
め
た
が
‘
明
治
三
十
-
年
六
周
こ
の
地
に

移
縛
L
た。

キ
ン
プ
ッ
ト
メ
カ
タ
金
府
動
方
一
般
。
加
賀

務
の
諸
士
の
勤
務
に
関
す
る
例
を
記
L
た
も
の
で
、

御
寺
御
先
結
方
・
御
城
市
御
供
方
・
火
事
御
供
方
・
御

給
事
勤
方
・
披
館
方
・
御
限
野
御
供
方
・
御
行
歩
御
供

方
・
御
使
方
・
御
番
方
そ
の
他
に
項
を
分
か
っ
て
あ

る
。
古
く
は
安
永
頃
か
ら
、
近
く
は
弘
化
頃
ま
で
の

例
が
見
え
る
。

キ
ン
プ
=
チ
ジ
ヨ
ウ
リ
ヤ
ク
金
府
目
時
要
略

西
村
篤
行
が
毎
年
推
歩
L
て
知
人
に
煩
っ
た
同
円
で
あ

り
、
そ
の
事
土
御
門
家
の
問
〈
腕
と
な
っ
て
、
篤
行

は
門
下
に
名
を
列
せ
ら
れ
た
。
篤
行
の
授
後
は
そ
の

子
政
行
之
を
鍛
刊
し
た
。

キ
ン
プ
ン
動
支
↓
カ
ツ
キ
キ

y
プ
y

勝
木

勤
文
。キ

ン
プ
ン
ノ
ミ
ヤ
金
分
宮

J
ス
ズ
ジ

y
ジ
ヤ

須
須
紳
枇
。

キ
ン
ポ
ウ
シ
金
峰
寺
山
シ
ポ
ウ
珠
洲
郡
直
郷

に
屈
す
る
部
務
。
村
名
問
来
替
に
、
『
此
村
明
尚
之
頃

迄
金
峰
寺
の
支
便
に
在
之
践
、
共
後
百
姓
分
に
能
成

候
に
付
、
則
金
峰
寺
と
唱
巾
候
。
』
と
記
す
る
。

キ
ン
ポ
ウ
ジ
金
峰
寺
山
シ
ポ
ゥ
珠
洲
市
金
師

寺
村
に
在
っ
て
留
洞
宗
に
鹿
し
、
山
観
は
安
駒
山
。

延
元
三
年
月
庵
悦
瑛
の
建
て
た
所
。
能
賞
名
跡
志
に
、

『
製
安
山
金
峰
寺
と
い
ふ
。
調
宗
な
り
。
開
山
曾
我
の

周
庵
和
命
也
。
寺
領
こ
十
依
也
。
利
家
公
御
波
向
の

時
、
唐
竹
の
名
物
に
て
、
御
旗
竿
を
御
用
に
立
て
し

こ
と
あ
り
。
今
も
唐
竹
の
大
厳
あ
り
。
今
に
金
峰
寺

竹
と
て
名
物
な
り
。
叉
白
山
類
家
松
・
波
氏
蹄
依
の
薬

師
寧
像
あ
り
。
御
働
問
料
尼
崎
七
十
五
束
、
外

m地

奔
領
あ
り
。
』
と
あ
る
。

二
五
一


